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「にんしん」をきっかけに、
誰もが孤立することなく、自分自身として、

自由にしあわせに生きていくことができる社会へ

「にんしん」にまつわるすべての「困った」「どうしよう」に寄り添います
NPO法人 ピッコラーレ 中島かおり
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令和2年度 厚生労働省 母子保健指導者養成研修会
2. 予期せぬ妊娠に対する支援に関する研修

自治体・事業委託先施設による事例発表

研修２．予期せぬ妊娠に対する支援に関する研修

事例発表②
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特定非営利活動法人 ピッコラーレ 団体概要

代表 中島 かおり
設立 2016年3月 一般社団法人 にんしんSOS東京を設立

2018年11月 特定非営利活動法人 ピッコラーレを設立
2019年4月 一般社団法人 にんしんSOS東京より特定非営利活動法人 ピッコ

ラーレにすべての事業を移管し運営を開始
相談支援員数 34名

事業内容
1. 妊娠葛藤相談事業：「思いがけない妊娠」など、妊娠葛藤を抱える相談者とその

関係者を対象とした継続的相談ができる窓口開設と支援活動の実施。
2. 調査研究・政策提言事業：妊娠葛藤という社会課題解決に向けた政策提言や相談

データをもとにした白書作成の実施。
3. 居場所づくり事業(project HOME)：居所のない妊婦のための居場所の提供
4. 研修・啓発事業：妊娠葛藤の背景にある様々な社会課題の解決に向け、支援者の

養成や啓発活動の実施。
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妊娠葛藤を社会課題として
可視化するための白書作成
（2020年12月完成予定）

居所を持たない妊婦への
安心・安全な居場所づくり
ピコの保健室

2020年度 ピッコラーレの事業 全体像
妊娠葛藤相談窓口に寄せられる声を聞くことによって見えてきた

「課題」解決へ向けての取り組みとして、新たに３つの事業を開始

妊娠葛藤相談窓口の普及
妊娠葛藤相談支援員のスキルアップ
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妊娠葛藤相談窓口
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若年妊娠
困窮や孤立

特定妊婦

「妊娠したかも…どうしよう」
妊娠していたが受診する費用がない

保健師らが医療機関に同行受診
初回妊娠確定診療費は公費（約１万円）

妊娠を誰にも知られたくない妊婦には
支援が届かない。

女性健康支援センター(保健センター）

子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について（第15次報告）より
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内閣府の「切れ目ない支援」のスタートライン
「母子手帳交付」の場

超ハイリスクな 特定妊婦 はその場に現れない
支援に繋がることが難しい。

「妊娠したかも…」という時から繋がる仕組みが必要

出産後の子どもの養育につい
て出産前において支援を行う
ことが特に必要と認められる

妊婦のことをいう。

（児童福祉法第6条3第5項）

特定妊婦とは

特定妊婦の背景

若年
経済的問題 妊娠葛藤（思いがけない妊娠）

母子健康手帳未発行
妊娠後期の妊娠届

妊婦健康診査未受診等
妊婦の精神疾患 支援者の不在 など

妊婦自身が
要保護児童であることも多い
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絶望
するしかない
社会

孤立

誰にも言えない・
誰もわかってくれ
ない・不安感

自分の居場
所がある 社会への信頼

自分への自信

受け入れられる
体験・繋がるこ
とで得た安心感

社会への不信

無力感

自殺や
虐待死

希望
がもてる社会

安心安全な

相談窓口

「にんしん」にまつわる全ての「困った」「どうしよう」に寄り添う
【妊娠葛藤相談窓口の運営】

匿名で相談でき、秘密が守られる・安心安全で、役に立つ相談先
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３つの妊娠葛藤相談窓口を運営

2015年12月「にんしんSOS東京」を自主事業として開設
2018年7月「にんしんSOS埼玉」開設（埼玉県より受託）
2019年1月「にんしんSOSちば」開設（千葉県より受託）
2020年1月「特定妊婦等に対する産科受診等支援事業」（東京都より受託）
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ピッコラーレ 妊娠葛藤相談窓口の仕組み

•相談窓口は２-4名体制
•必要に応じて、面談・同行支援を実施
•電子カルテシステムを導入（情報共有）
•コールセンターシステムを導入
（コスト削減＆相談員のリモートワークを実現）

相談支援チーム
相談者 連携先機関

病院

子ども家庭支援
センター

女性相談

保健センター

DVシェルター

365日開設
電話：16-24時

メール・twitter相談：24時間

無料相談 連携
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多様な資格を持つ相談支援員で構成

助産師

社会福祉士

教員

保健師

保育士

精神保健福祉士

看護師

医師
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妊娠葛藤相談窓口（にんしんSOS東京）
全体の状況（各月ごとの相談者数・延相談件数の推移）

2015年12月1日から2020年7月31日
相談者数5,174人、延相談件数20,532件
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にんしんSOS東京

相談者数 延相談件数

相談は全国から寄せられている
相談者数はここ1年ほどは頭打ちになりつつあり 約150人/月
延相談件数は季節変動がありながらも自然増加している
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妊娠・避妊に関する相談
思いがけない妊娠
中絶について
妊娠・出産前後の不安
出産養育に関する不安

相談内容は、妊娠避妊に関すること
＝避妊の失敗・生理の遅れの相談が最多
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特定妊婦支援の実際

妊娠葛藤相談窓口

行政窓口

支援制度

にんしんSOS東京

女性相談 福祉事務所 児童相談所

子ども家庭支
援センター
保健センター
保健所

母子生活
支援施設

婦人保護
施設

生活
保護

入院
助産

母子手帳
交付

病院受診
同行

要保護
児童対策
地域
協議会
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実際に寄せられた相談から

Aさん19歳 メールでの相談：
小さい頃から親に暴力を振るわれていて、
今は家出をして暮らしています。
もう半年以上生理がきません。
無理矢理中に出された為避妊ができておらずその時の子だと思いま
す。日に日にお腹が大きくなり、どうしていいのか怖いです。
子どもは産みたくないです、助けてください。
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学習支援など
関係機関と連携

① 始まり Aさんから相談メールが入る

② 面談 保健センター・病院受診同行

④ 面談2 福祉事務所・女性相談窓口に同行

③ メール相談
継続

病院：体調急変し救急搬送
シェルター：入所の検討

特別養子縁組支援団体：出産後の児の
養育困難

オンラインでの相談
から

対面による相談

信頼関係構築

関連機関との連携・
調整

妊娠以外のリスクア
セスメント

未来のリスクへの
対応

⾧期的支援の流れ

⑥居所定まらない
まま出産

出産後児は児童相談所へ、その後母
とは連絡取れず

⑤面談3 民間シェルター見学に同行するが出産
までの居場所の確保困難
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① 始まり Aさんから相談メールが入る

⾧期的支援の流れ①

・初回の面談に至るまでの間、メールでのやりとりは計30回以上/２週間
・徐々に自己開示があり、住んでいる地域の保健センターにつながる。

→虐待が背景にある
未成年、妊娠週数が進んでいて出産以外の選択肢なし、養育困難
衣食住の課題あり、パートナーからのDVあり
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② 面談
Aさんに直接会う
保健センターへ同行
病院受診同行

⾧期的支援の流れ②

生育歴の中で、施設に対するネガティブな感情強い。
母子手帳発行、妊婦検診受診（産科受診同行支援制度利用）
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⾧期的支援の流れ③

同居人のDVへの気づきあり。安全な居場所を求める。

保健センターは、児相と連携（要保護児童対策地域協議会）。
婦人相談、婦人保護施設への入所も視野に入れ、
生活保護の必要性認識し調整中。

ピッコラーレにできることは
連携先との関係性構築のサポート、携帯電話の貸与、日用品支援

これまでの経験から支援を受けることへの拒否感・不信感強いまま

③ メール相談
継続

病院：体調急変し救急搬送
シェルター：入所の検討

特別養子縁組支援団体：出産後の児の養育困難
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④ 面談2 福祉事務所・女性相談窓口に同行

⾧期的支援の流れ④⑤

生活保護、入院助産手続き実施

今後の居所について相談するが、
施設入所については拒否感強く、居所の確保難航

本人の意思と支援者の方針の不一致、信頼関係構築の難しさ、
連絡手段が限られており、面談の機会もなかなか得られず。

⑤面談3 民間シェルター見学に同行
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⾧期的支援の流れ⑥

⑥居所定まらない
まま出産

シェルター入所したがその後友人宅へ
そして出産後児は児童相談所へ、
その後生母とは連絡取れず
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居所のない妊婦の存在
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誰のためのHOME？

「この子が使える支援は何もない」
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〜2020年6月より運営開始に向けて〜
（NPO法人ピッコラーレ✕認定NPO法人PIECES ）
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